
タクシー運賃の設定方法について 

 

 

１．運賃の決定 

タクシーの運賃については、タクシー事業の経営に必要な営業費に適正な利潤

を加えた総括原価を求め、総収入がこれと等しくするように上限の運賃水準を決

定。これを下回る運賃については、不当な競争を引き起こすおそれがないか等を

審査。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．運賃の算定方法 

タクシー運賃の算定にあっては、申請事業者の中で、標準的な経営状況にある

と考えられる事業者の原価を基礎として平均原価を算出し、これに見合うように

上限の運賃水準が設定される。 

これにより、平均原価を下回る経営効率の良い事業者は、平均原価と実績額の

差分が利潤となり経営効率化への動機付けを与えることとなる。一方、平均原価

を上回る経営効率の悪い事業者は原価を低く抑えなければならないことになり、

経営効率化を促す制度となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

利潤

営業費

人件費、
燃料費、
車両修繕費、

車両償却費

　　　　　等

運送収入等

運賃改定に
よる増収額

〈 支出 〉 〈 収入 〉

実績よりも高
く評価される
部分

実績 平均原価

効率の良いタクシー事業者の場合

実績よりも低く評
価され、効率化
が必要な部分

実績 平均原価

効率の悪いタクシー事業者の場合

運賃水準の基礎
になるもの

運賃水準の基礎
になるもの




